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流通科学大学における Moodle を利用した学習環境の構築は、2011 年度のカリキュラム改定に








Moodle について「Web ベースの学習管理システム（LMS: Learning Management System）の一種」








という説明がなされることが多い 4)。より一般的な言い方をすれば、「LAMP (Linux + Apache + 





















から講義第 1 週目までの短期間に当該科目履修の可能性のある新入生ほぼ全員を Moodle 上に登































講の１単位科目、「中国語資格試験準備（A・B）」は前期・後期開講のそれぞれ 2 単位科目である。 
2．「中国語グローバル」科目での利用状況 
「中国語グローバル」は 2015 年度にスタートしたグローバル・スタディーズ・プログラムクラ
ス（以下 GSP クラスと称する）に対して提供される科目である。GSP クラスの一番の特徴は英語
と中国語の 2 言語を同時に学ぶ点にある。ただしこのクラスの中国語学習では、実質的な学習期
間は 1 年後期から 2 年前期までの 1 年間のみである。さらに 1 年後期には週に 2 回の講義がある
が、2 年前期になると週に 1 回しかない。しかしながら、この期間内に「中国語検定試験」4 級の
レベル（中国語検定協会公式サイト 10）によれば「学習時間 120～200 時間。一般大学の第二外国
語における第一年度履修程度」が求められる）を達成することが目標となっているため、講義時
間外での予習・復習及び検定試験についてのトレーニングが必須条件となった。それらに関する




補助資料の配布に Moodle を利用することとした。この段階での Moodle 利用の大きな利点は、学







図 1. 中国語学習における初期の Moodle 利用のイメージ 
3．「中国語資格試験準備（A・B）」科目での利用状況 
「中国語資格試験準備（A・B）」も 2015 年度からの新しいカリキュラムで新規開講された科目






中国語訳」とされている。合格基準はリスニング 60 点、筆記 60 点以上とされている。 
このうち、受講生にとって大きなハードルとなるのはリスニングである。日本語母語学習者の
中国語リスニングへの習熟に関して、リスニング能力を伸ばすには時間外の自習スタイルの確定



















ってきたことを教室で行う教授方法」と定義されている 14)。これを上の図 1 に組み込めば、次の
ようなイメージでとらえることができるだろう。 
 













































本節では、教材として、音声、PowerPoint 教材、URL リンクについて述べる。 
参考のため、例として下記に 10 月 20 日（図 3）と 11 月 17 日（図 4）のページを示す。 
 













b. PowerPoint 教材 
各レッスンのディアローグは毎回暗記を課している。暗記を容易にするため、図 3 の L.1 




図 5. ディアローグ記憶用 PowerPoint の例 













（図 4 être 直説法現在、avoir 直説法現在）。 




例えば、10 月 20 日（図 3）に、定冠詞を学んだ時は、図 6 に示したような LanguageGuide.org
が作成しているサイトの URL16)を Moodle 上においている。学生はクリックするだけで、そのサ














図 6. LanguageGuide.org・French の les vêtements masculins 
その他の例として、動詞 avoir について学んだ時は、quizlet で avoir について数多くのクイズの
うち入門時の日本人学生に適したクイズを選び、その URL17)を置いている。さらに、Youtube に
“Mlle Feronne a le verbe Avoir” という avoir を記憶するための歌が動画とともにアップされている









教科書の Exercices 以外にも、問題を作成しているが、Moodle の利点としては、音声を入れて
問題を作成できることである。10 月 20 日（図 3）は、小テスト③ 性の区別、小テスト④ あいさ















る。11 月 17 日（図 4）では、「Exercices3A-3 提出」を課題としている。WORD ファイルの問題
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